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 今年の夏の暑さは異常で、観測以来最高の気温を記録し、毎年更新しているというか

らこれから先を思うと恐ろしい。命に関わる気温上昇に不要不急の外出は控え、クーラー

の在る部屋で休み、喉が乾いていなくても、定期的に水分補給をしろとTVは親切に教え

てくれる。 

そんな中でも、8月のお盆が過ぎた8月２３日、２４日の夜は当地の八尾市の古刹「常光

寺」では地蔵盆が催された。 

 



寺の周辺は夜店が立ち並び老若男女が行き交う。大きな境内には高い櫓が建ち、櫓か

ら音頭とりが威勢よく歌い、その下で多くの人達が輪になって踊る盆踊りが繰り広げられ

る。お寺は我が家から200ｍ足らずのところに在るから、音頭とりの歌が聞こえてきて、つ

いつい歌に誘われて出かけてしまう。夜７時頃から始まって、９時頃になると佳境に入り

１１時迄続く。今年は猛暑続きで、踊る人も少ないだろうと思っていたが何のことも無い。

汗だくになって大勢の人が踊り狂っている。初めて観る人は異様に感ずる程に賑わうか

ら、暑さなど感じさせない踊りの魔力に取り憑かれてるように見える。常光寺は河内音頭

発祥の寺で有名だから、遠路から集まる人も多く揃いの法被を着た「連」のグループも来

るが、一般の人たちが圧倒的に多い。子どもたちも自由に輪に入って踊りを楽しんでい

る。 

 元々、盆踊りは平安時代中期に仏教の「念仏踊り」を、空也上人により布教したのが始

まりで、お盆の頃に先祖の霊を迎えて、共に過ごし送り出す行事である。近親が集まると

共に近隣の人たちとも繋がりを大事に継承されてきた。江戸時代には広く踊りとして庶民

に根付き、男女の楽しみの一つとして地方独自の伝統芸能に発展していったようである。

日本三大踊りとして、秋田県の西馬音内（にしもない）盆踊り、徳島県の阿波おどり、岐

阜県の郡上おどりが良く知られているが、古さと時代の流れに変化していった河内音頭

は、戦後以降激しい踊りになって人気が急上昇してきた。常光寺は室町時代に再建され

た時には「木遣り音頭」として始まり、「正調河内

音頭」として穏やかな踊りとして今も引き継がれ

ている。一方現在広く知られている河内音頭は、

明治時代初期に「歌亀（うたかめ）という音頭と

りが舞台で歌い出したもので、戦後ジャズやロ

ック、ヒップホップを取り込んだリズムと激しい踊

りに変化してきて、若者達に受け入れられ誰で

も踊りの輪に入り自由に楽しむようになってきた

という。                                                      

演歌歌手・中村美律子が歌う「河内おとこ節」は

1989年から流行りだして、河内音頭の踊りと共

に当地では、宴会には威勢が良くて出し物とし

て好まれるものとなってきた。一方地元文化とし

て演劇や落語なども影響を受け、文化会館で

披露され継承されてきており結構楽しい夏を過



ごすことができるのが良い。 

 八尾市内にある久宝寺緑地公園は

大阪府内でも規模も大きく、ここで河

内音頭まつりが行われた。２０１７年９

月９日ギネス記録目指して踊り人全

員が浴衣を着て5分間正確な振り付

けで踊り続け、5％以上の人が踊りに

間違いがあれば失格となるルールの

もとで、約５０人単位に１人の審査員

が手分けしてチエックし、総数２８７２

人の参加者を数えた結果ギネス記録

に認定された。その日に、もの好きな

私は見物に出かけ、参加者の意気込

みや緊張感を目の辺りに見ながら、

日本人はこんなにも踊り好きな民族な

のかと認識したものである。 

 今年の大阪・関西万博でも、７月２６

日盆踊りの新しいテーマソングに合わ

せ、踊り手の参加者３９４６人、国籍数

６２カ国が、決められたルールに従っ

て、ギネス記録を打ち立てた。8年間

の八尾の盆踊り記録は万博の記録に

破られたのである。 

盆踊りは日本の夏の風物詩として各

地で執り行われ、本来の仏教布教とし

ての踊り念仏から遠く離れてしまって

イベント化してしまっているが、生活の中で多くの人たちに愛された楽しみとして継承され

るのは素晴らしい行事だと思う。しかもギネスの記録獲得を目標に多くの人々が挑戦し

達成した思いは何よりも尊いものだと痛感した。日々何かを目標に生きていく喜びを持て

る毎日でありたいと願いながら、今日も猛暑の続くこの夏を乗り切りたいと思っている。 

                                       令和７年８月 記                               


